
中国 5 県休眠預金等活用事業 2020 

公 募 結 果 

◼ 概要 

選考結果 不採択 

団体名 特定非営利活動法人 鳥取青少年ピアサポート 

代表者名 山本恵子 

申請事業名 主題 社会参加に困難を抱えるひきこもり問題の地域づくりへの提言 

申請事業名 副題  

エリア／テーマ 

【鳥取県】 

不登校・ひきこもりの状態にある子ども及び若者の居場所づくりと就学・

就労を目指した整備等の環境づくり 

解決すべき社会課題 

④働くことが困難な人への支援 

⑤社会的孤立や差別の解消に向けた支援 

⑥地域の働く場づくりの支援 

⑦安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援 

申請事業の概要 

鳥取県は全国的にもいち早くひきこもり支援に取り組んでいます。それは

鳥取県単独でひきこもりがちな方への「場体験事業」を実施し、長期の継

続支援を行うことで好事例を生んでいますが、その体制は東部圏域にと

どまり、人的支援は充実しながらもハード面においては、制度の狭間で財

源の進展が図れない状態であるため、中、西部圏域の支援活動の充実

のためこの事業を活用したいと切に願います。 

「とっとりモデル」の中、西部センターの充実を図ることを目的とし、現在の

賃貸物件を一部改装し、相談室、居場所、作業室、職場体験の場の設置

を行うものです。 

事業実施地域 鳥取県（米子市・倉吉市） 

申請事業期間 （開始月）202１年 4月～（完了月）2024年 1月 

申請助成額 

11,244,320円 

【内訳】直接事業費 10,757,600円、管理的経費 0円  

評価関連経費 486,720円 

 

◼ 審査コメント 

✓ 事業実績もあり、継続性も問題ない。一番実現可能性が高いと考えている。 

✓ 中、西部センターの環境整備による支援の充実を図ることによって機会格差がなくなることに期待。 

✓ 現場感覚はもちろん、統計等客観的な資料にも目配りし、県内の現状と課題をしっかり分析・把握さ



れている印象。事業の必要性も共感します。県との協働による実践実績、事業体制含めて成果を期待

できる内容だと思います。 

✓ 鳥取、島根も似ているが、東西に長い地理的要因の中で地域による状況の差、サポートも偏りが出や

すい、と言うところで必要性高いと感じる。 

✓ 事業自体は新しくはない。先駆性と言ったところは低いかと感じる。 

✓ 県の委託事業との区分が課題となる。活動としては問題ないが、行政事業との差別、区別は懸念。 

  



 

中国 5 県休眠預金等活用事業 2020 

公 募 結 果 

◼ 概要 

選考結果 不採択 

団体名 NPO法人発達障がい児親の会 CHERRY 

代表者名 松本 由香 

申請事業名 主題 ひきこもりの子にホッとな“居場所”を確保する事業 

申請事業名 副題  

エリア／テーマ 

【鳥取県】 

不登校・ひきこもりの状態にある子ども及び若者の居場所づくりと就学・

就労を目指した整備等の環境づくり 

解決すべき社会課題 

①経済的困窮など、家庭内に課題を抱える子どもの支援 

②日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援 

③社会的課題の解決を担う若者の能力開発支援 

④働くことが困難な人への支援 

⑤社会的孤立や差別の解消に向けた支援 

⑥地域の働く場づくりの支援 

⑦安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援 

申請事業の概要 

本事業では、鳥取県が行う支援に加えて、社会参加が難しいひきこもり

児・者にとって安心できる居場所を確保し、ひきこもり児・者おける仲間と

の相互作用を通した支援が重要であると考えている。ひきこもり児・者の

ための居場所支援は、すでに多くの自治体で行われてきた。本事業で

は、ひきこもり児・者にとって受け入れやすい新たな支援の方法としてオ

ンラインでの居場所を設置する予定である。同時に拠点となる物理的な

居場所も確保することで、ひきこもり児・者の選択の幅を拡大していくこと

を目的としている。ひきこもり児・者が家庭以外にも居場所を持つことで、

視野が広がり、仲間と共に活動することの楽しさを感じることができるよう

になる。そういった姿を目指して、最終的には地域との連携を拡充させな

がら就学支援や就労支援を通して、進学や就職に向けた対応を充実させ

ていく。 

また本事業ではひきこもり児・者の支援のみならず、家族支援も重点的

に行っていく。ひきこもり児・者の多くは何らかの発達障害を抱えている可

能性が多いと言われているため、家族支援として家庭におけるひきこもり

児・者との関わり方について相談対応の充実を図る。ひきこもり児・者をも



つ家族の多くは心理的な負担が多いことも言われているため、心理カウ

ンセリングを通して、心身の健康の改善に勤めていく。 

事業実施地域 鳥取県西部地域（米子市等） 

申請事業期間 （開始月）2021年 4月～（完了月）2024年 1月 

申請助成額 

9,050,000円 

【内訳】直接事業費 7,700,000円、管理的経費 1,350,000円 

評価関連経費 0円 

 

◼ 審査コメント 

✓ 計画自体は一般的な論説で書かれている。もしかしたらだが、具体化するところまでできていないの

ではないか。資金計画も不十分であり、具体性が見えないということで、実現性が低いと考えている。 

✓ 新たな支援方法としてのオンラインでの居場所(仮想的な居場所)とは何か。どのような支援なのか。

オンラインでの居場所から物理的な居場所へと移行していくモデルの構築の具体的な内容は？着眼

点はユニークだが活動そのものの具体的な内容が乏しい。 

✓ 評価の目線がない計画書である。 評価の在り方を検討する必要がある。 

✓ オンラインの着眼点は面白いが、具体的な活動内容が不十分。もっと詳しく書いてほしかった。 

✓ オンライン事業について具体的内容のイメージがわかなかった。オンラインというツールは効果的

で、目的も理解できるが、オンラインを使ってどのようなサービスを提供することで目的を達成しよ

うとしているかということでのオリジナリティが弱い。自己資金についての実現性が心配。 

  



中国 5 県休眠預金等活用事業 2020 

公 募 結 果 

◼ 概要 

選考結果 採択→辞退 

団体名 特定非営利活動法人 ひまわり倶楽部 

代表者名 曽根 裕之 

申請事業名 主題 あなたにとって、ここちよい居場所づくり 

申請事業名 副題 ～木の香りにつつまれて～ 

エリア／テーマ 

【鳥取県】 

不登校・ひきこもりの状態にある子ども及び若者の居場所づくりと就学・

就労を目指した整備等の環境づくり 

解決すべき社会課題 

①経済的困窮など、家庭内に課題を抱える子どもの支援 

②日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援 

③社会的課題の解決を担う若者の能力開発支援 

④働くことが困難な人への支援 

⑤社会的孤立や差別の解消に向けた支援 

⑥地域の働く場づくりの支援 

⑦安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援 

申請事業の概要 

要望・要請があった市内周辺地域の保育園、幼稚園、こども園や、今度

広報活動で私たちの活動を知った園の遊具を巡回点検、ニーズ調査。基

本的には無償で補修、改修して子どもたちに喜んでもらいたい。それら作

業に携わるひきこもりの人や若者、障がい者の就労の場の提供の支援

と、彼らにあらゆる分野の仕事の提案と、それによるスタッフを増員。全

体のマンパワーアップを目指し将来の私たち障がい者就労支援体制を確

立。 

廃棄予定だった品質の良い県産材の廃材を利用したおもちゃを通じて経

済的困窮の子どもたちの支援、ひきこりの若者らへの仕事の提供支援、

場面緘黙症等働く環境に困窮している障がい者への仕事の提供、それら

地域で孤立しがちな人への働く居場所づくりの支援に結び付け持続可能

な安定した障がい者就労と地域の安全・安心につながるコミュニティを創

出したい。 

事業実施地域 鳥取県米子市 

申請事業期間 （開始月）2021年 4月～（完了月）2024年 1月 

申請助成額 
8,925,000円 

【内訳】直接事業費 8,500,000円、管理的経費 0円  



評価関連経費 425,000円 

 

◼ 審査コメント 

✓ 木材と地域の新たな可能性(地域活性化)に期待する。可能性のある事業だと思う。 

✓ 障がい者、ひきこもりの若者の社会参加、共生社会創造、子どもたちの心を育てる木育に期待。 

✓ 不登校、引きこもりの方、出会いの場になってくれればと感じる。個人的な思いとしてその後の出口

として、幼稚園などの子どもたちと関わってほしい。 

✓ 木に触るということは教育的効果がある。そういったところに不登校や引きこもり者も関わると、良

い展開になるのではないかと期待する。 

✓ おもちゃづくり等を通じたひきこもり支援というゴールが少し曖昧に感じる。事業の継続、計画性が

課題となる。 

✓ 2つの事業が混ざると就労支援 B型と引きこもり、同じ施設内で共存できるのか。事業所に壁を入れ

て分けてもおもちゃづくりも、引きこもり者を隔離することにならないか懸念。 

✓ 木製製作やアート、おもちゃを通じての活動は対象者を表現の面から外部との接点を引き出す点で

とても興味深いと思いました。ただ、もう少し取り組みの全体像を体系的に整理したほうが、事業に

よる展開のフィードバックを行う際に有効性が高まると感じました。どういった目的で、どういった

手法で課題解決するのかが体系的になっていた方が、理解してもらいやすい。 

✓ もう少し、採択云々に関わらず、自分たちの活動を整理されておく方が良いと思う。 

 


